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Jupyter Notebookを利用したMoodle構築の実際

浜元 信州1,a) 横山 重俊1,2 竹房 あつ子2 合田 憲人2

Prepairing the Moodle server using Jupyter Notebook.

1. はじめに

急速に普及するスマートフォンやノート型 PC等の個人

用デバイスを利用して，アクティブラーニング等の教育改

善を目指した取り組みが行われている．このため大学等で

は，個人用デバイスからアクセス可能な LMSの利用が盛

んになりつつある．主要 LMSの中ではMoodleが最も普

及しており，Moodleを利用する多くの大学では，Moodle

を安定的に運用することが求められている．Moodleは教

育機関にシェアが限定されていることもあり，その構築

や運用でのMoodle特有のノウハウについて十分に情報共

有できていないことが運用上の課題の一つとなっている．

このような課題に対応するため，LC4RI という Jupyter

Notebookを利用した実行可能な運用手順の作成と情報共

有が提唱され，利用されている [1], [2]．本論文では，我々

が LC4RIをMoodleの構築手順に適用した経験 [3]から，

Notebook構築時に発生した問題点を整理し，その解決方

法を提案する．

2. Jupyter Notebookによるシステム運用

通常のサーバ構築手順では，対象サーバに SSH等でログ

インし，ターミナル上からコマンドを発行して構築や運用

を行う．また，運用手順書として，別途コマンドを記載し

たファイル等を準備し，コピー&ペースト等の方法により

運用を行っている．しかしながら，この方法では，実行結

果が記録として残らないことや，手順書とコマンド入力が

別々となっている点が運用上の問題となっていた．LC4RI

による運用 [1]では，手順自体を Jupyter Notebook に記

述し，コマンド実行は，Jupyter Notebookのコマンド実

行機能を利用して実行する．リモートマシンの場合には，

Ansibleを併用し，Notebookサーバ上から Ansible経由で

リモートマシンでのコマンド実行を行う．このことにより，

1 群馬大学
Gunma University, Maebashi, Gunma 371–8510, Japan

2 国立情報学研究所
National Institute of Informatics, Chiyoda, Tokyo 101–8430,
Japan

a) n.hamamoto@gunma-u.ac.jp

結果がNotebook上の記録されるという利点がある．また，

Notebookでは，手順の詳細を記載することができるため，

別途ドキュメントを作成する必要はなく，Notebookに直

接記載することができ，実行可能な手順書が作成できる．

3. Moodle構築手順とNotebookの利用

Moodle構築では，始めに手動でコンソールから SSHで

ログイン可能なサーバを準備する．次にMoodleの利用す

る LAMP環境のインストールを行う．多くの場合は，yum

等のパッケージマネジャを利用して行い，その後，各種ソ

フトウエアの設定変更を行う．例えば，Apacheの場合は

httpd.confの編集等である．その中で，SSL証明書の取得

やコピーを行うこともある．最後にMoodleのインストー

ルは，GitによりMoodleソフトウエア本体をダウンロー

ドした後，GUIで設定を行うことが一般的である．

我々はコンテナ環境を想定し，上記の構築手順を実行で

きる Notebookを作成した．これによりMoodle構築手順

と設定情報共有が行えるようになった．構築手順にはリ

モートでのコマンド実行，設定ファイル編集，リモートへ

のファイル転送等が含まれる．これらの操作は他のサービ

ス構築でも必要な汎用的な操作である．以下では，これら

の操作を Notebookでどのように実現したかを述べる．

コマンド実行

リモートホストでのコマンド実行は，Ansible コマン

ド (ansible -b -a "command")等により，逐一実行を行

うことで操作可能である．または，ssh を直接実行する

SSH Kernelも開発されている [4]．今回のMoodle構築で

は Ansibleで直接操作することとした．

関連して，SSHでログイン可能なサーバを準備するまで

は，コンソールでのコマンド実行が必要である．これはク

ラウドのAPIをNotebookから叩いて構築することで回避

することもできる．今回は，学認クラウドオンデマンド構

築サービス [5]で提供される API操作で様々クラウド上で

仮想サーバを準備できるようにした．

設定ファイル編集

ApacheやMySQL等の設定の際には，通常は httpd.conf
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図 1 設定ファイル編集手順の Notebook

や my.cnf等の設定ファイルの変更が必要である．これを

SSH経由で行うには，sed等を利用したコマンドライン編

集も考えられるが，慣れや可読性の難しさから極力避け

る必要があった．このため，以下の手順を行う汎用的な

pythonスクリプトを作成した．

( 1 ) リモートサーバの指定したパスからファイルを Note-

bookサーバの指定バスに転送

( 2 ) 転送したファイルのコピーを作成し，編集し，diffを

取得して表示

( 3 ) 編集後のファイルをリモートサーバに転送

実行手順を図 1に示す．これにより，Notebookサーバに

変更履歴を残し，リモートサーバのファイルを編集できる．

なお，MySQLでは公式 Dockerイメージ [6]を利用して設

定ファイル編集を回避することもできる．

ファイル転送

Moodleの構築では，HTTPS化を行う際などに SSL証

明書を管理する必要がある．これは設定ファイル編集と同

様の方法で証明書ファイルを編集することで対応した．

機密情報の入力

パスワード入力等，Notebook上で機密情報を扱うこと

が必要となることがある．ここでは getpassモジュール

を利用し，プロンプトに入力内容が残らないように配慮し

た．さらに，機密情報をファイルに書き込む場合には，必

要に応じて Ansible Vaultによる暗号化を行う事により対

処した．また，学認クラウドオンデマンド構築サービスで

は，HashiCorp Vaultを利用できるようになっており，機

密情報の保存にこれを利用した実装も行った．

その他

その他に発生した問題点として，対話型スクリプトの実行

がある．Moodleのインストールスクリプト（install.php）

を実行すると対話型のプロンプトが現れるが，Ansible経

由で対話型プロンプトへの回答を行うことは難しい．今回

は引数を利用してパラメータを指定することができたた

め回避できた．また，Moodleの場合，最終的にはMoodle

のGUIで設定が必要で，これをAnsible経由で行うことは

至難の業である．今回の Notebook作成では，スクリーン

ショットを Notebookに貼り付け，適切な設定値を絵と文

字で指示することとした．「実行可能な」手順書ではない

が，ターミナルに比べて，Notebookが豊富な表現力を持

つため，このような手順書作成か可能となった．

4. 結論

本論文では，LC4RIを Moodle構築に利用し，Moodle

の構築を行う Notebookを作成した．これにより Moodle

構築手順と設定情報共有が行えるようになった．また，他

のサービス構築でも必要なファイル編集や転送が Ansible

のみでは難しいことが分かったため，一連の編集手順を容

易にする汎用スクリプトを作成した．また，その他に発生

した問題点も指摘し，学認クラウドオンデマンド構築サー

ビスの機能や，Notebookの工夫により解決策を提案した．
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